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◆定額給付金は水曜日ごとの振込
みです。申請は8月17日まで

◆町教育委員
会では、町内の
児童生徒に布のマスクを３枚づつ
配布しました。町内の縫製工場で作
成しました。

◆6月から、南会津町内でも政府か
らのマスクが配達されました。当局
には6月4日に配達されました。

　新型コロナウイルス感染症感染防止の為に
練習を休んでいた、南会津と会津若松市の大
人と子どものダンスグループが、6月7日、3か月
ぶりに練習を行いました。練習は田島体育館で
行いました。
　大人の男性4人組は普段、は御蔵入交流館
や会津若松勤労青少年ホームで練習していま
す。子ども達のダンスグループは二組。WINDワ
インドとＡＯＩあおい。普段は会津若松市のスタ
ジオで練習しています。久しぶりの練習でした。
小学3年生から中学3年生のグループです。力
強く、リズムに乗りかっこい～

　６月１９日以降は、当初の方針どおり、首都圏の１都３県及び北海道との往来の自粛、接待を伴う飲食店やラ
イブハウス等への外出の自粛を解除するとともに、イベントの開催規模の要件を緩和することといたします。
　新たなステップに移行するに当たり、県民の皆様、事業者の皆様に４つお願いをいたします。
　一つ目は、県外に移動する場合には、移動先の感染状況を確認し、マスク着用などの感染防止対策を徹底
　二つ目は、屋内・屋外ともにイベントの参加人数を１，０００人以下にしていただくとともに、屋内において
は収容定員の半分以下の参加人数にする。
　三つ目は、３密を避ける、マスクを着用する、人と人との距離を確保するといった対策はもちろん大切です
　四つ目は、裾野が広く波及効果が大きい観光業が活性化することは、県全体の元気回復につながります。県民
の皆様には、現在実施している県独自の宿泊割引等を積極的に活用し、まずは、県内各地に足を運んでいただけ
ればと思います。

　いまだ感染症が収束していないという「ｗｉｔｈコロナ」の状況の中、安全・安心な福島県を築いていくため
には、県民の皆様、事業者の皆様、それぞれの取組が大変重要になってきます。　
　他人への思いやりを持って、辛抱強く、様々な努力と工夫を重ねながら、県民一丸となって、この困難、難局
を乗り越えていきましょう。

6月18日　福島県ホームページより

みなみあいづ観光では駒止湿原へのシャトルバス
を運行。蜜を避けて座席を確保するそうです。
町内者対象に予約受付中　1500円
0241-62-2250　0120915221　
予約は7日前まで。

案内人が
同行します

　6月13日ＣＡＴＶではバスツアーに参加。雨で
したがワタスゲで湿原は真っ白。
　7月初旬～15日ごろはニッコウキスゲが満開を
迎えます。シャトルバスで入山できます。一般車は
工事のため通行止め。

　田島ロータリークラブでは毎週例会を行い、社会への貢献やそれぞれが実施
している職業活動について話し合っています。
　6月9日の例会では、体温を感知するサーマルカメラを利用し、例会を実施し
ました。体温感知のカメラのサービスは、1度に20人まで測定できるAIカメラ。
体温異常の時にはアラーム音をならす事が出来ます。出席者は現在の体温を確
認しながら会場へ入りました。
　6月18日、南会津町議会議場入り口でも体験会を実施しました。
　今後、会議やイベントは対策をとりながら行う必要性が求められます。体温感
知のサーマルカメラを体験したい方、団体は
たじまCATVへお問い合わせください。
無料体験会を開催する事ができます。

昭和村側からは自家
用車で入る事が出来
るようになりました。
道や駐車場が狭いの
で注意して入山してく
ださい。

　まちなか交流サロンでは、毎週火曜日、さすけ
ねえ体操を行っています。
　体操の担当は柏木さん。映像を見ながらストレ
ッチします。体操は毎週火曜日、午後1時30分か
らです。どなたでも参加できます。
　さすけねえ体操は、2015年度に健康福祉課
が専門の先生の指導のもと、作成しました。

入り口では対策を万全に

コロナ終息を願う！
んだびぇ

デザイン　丸山館
猪股靖さん
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